
がいようばん

概要版
新たな中期計画の
基本的方向
（新しい中期計画でめざす横浜市のかたち）

あら ちゅう        き       けい        かく

き        ほん       てき       ほう       こう

あたら ちゅう  き   けい  かく よこ  はま      し

　
よこ はま   し  

横浜市をもっとよくするために2026
ねん

年4
がつ

月から2030
ねん

年3
がつ

月までに
すす

進める
けいかく

計画です。

　この
ちゅう  き   けい  かく

中期計画を
つく

作るために、「
あたら

新しい
ちゅう  き   けい  かく

中期計画の
   き    ほん てき ほう こう せい

基本的方向性」（
よこ  はま  し  

横浜市がこうなってほしいとい

うことや、
よこ  はま  し  

横浜市がすること）を
はっぴょう

発表しました（まとめました）。

　
よこ  はま  し  

横浜市をもっとよくするために、みなさんの
  い   けん

意見を
おし

教えてください。

よこ はま  し ちゅう き  けい かく

横浜市中期計画2026～2029とは？

　2040
ねん

年ごろに
よこ  はま  し  

横浜市がこうなってほしいというかたち「
 あ   す 

明日をひらく
 と   し 

都市」をこれからもめざします。

あたら

新しい
ちゅう  き  けい かく

中期計画で、
よこ  はま    し   

横浜市がこうなってほしいと
おも

思うこと

よこ はま  し  

横浜市をもっとよくするために、みなさんの
  い    けん

意見を
おし

教えてください。

OPEN × PIONEER
2040 YOKOHAMA

 あ     す 

明日    をひらく
 と       し 

都市 
いっしょにめざす

と   し

都 市   の か たち

• いろいろ
たいへん

大変なことがあっても、
ひとり

一人ひとりが
  じ  ぶん

自分がしたいことや

がんばりたいことをして、それをみんなで
おう えん

応援する
 と    し 

都市 

• いろいろな
ひと

人が、それぞれの
ちから

力をのばすことができる
 と    し 

都市 

• たくさんの
ひと

人が
あつ

集まって、
しょうらい

将来のことを
はな

話し
あ

合うことができる
 と    し 

都市 

• いろいろな
かいしゃ

会社が
あつ

集まって、
あたら

新しい
かんが

考えがうまれる
 と    し 

都市 

• 
  し  ぜん

自然や
ぶん か  

文化などを
たいせつ

大切にする
 と    し 

都市 

• 
よこ はま

横浜だけではなく、
  ち きゅう

地球（
  せ  かい

世界）のことも
かんが

考える
 と    し 

都市 

よこ はま

横浜にかかわるすべての
ひと

人が
まえ

前をむき、
  き  ぼう

希望にあふれた
まいにち

毎日を
おく

送れる、
  せ  かい

世界のどこにもない
 と      し 

都市になることをめざします。



　
よこ はま   し  

横浜市は、いろいろな
ほうほう

方法で
よこ はま   し  

横浜市に
す

住んでいる
ひと

人の
  い   けん

意見を
き

聞いてから、
よこ はま   し  

横浜市がすることを
き

決めています。

　
あたら

新しい
ちゅう  き   けい  かく

中期計画を
つく

作る
まえ

前に、
よこ はま   し  

横浜市に
す

住んでいる
ひと

人が
かんが

考えていることや、こどもたちが
かんが

考えている
みらい

未来の
よこ はま

横浜のことを
き

聞きました。

よこはま

横浜のよいところ

▶ 
よこはま

横浜はどんなまち？

▶ こどもが
かんが

考える
  み  らい

未来の
よこはま

横浜 

▶ 
せいかつ

生活の
なか

中で
かんが

考えていること

85.4％
く

暮らしやすいまち

84.9％
す

住み
つづ

続けたいまち

71.1％
ひと

人にすすめたいまち

  じ   ぶん

自分が
とし

年をとったあとのこと
  じ   ぶん

自分の
びょうき

病気や
けんこう

健康のこと
せいかつ

生活するためのお
かね

金のこと
 か   ぞく

家族の
びょう き  

病気や
けんこう

健康のこと、
せいかつ

生活するときの
もんだい

問題 
はんざい

犯罪や
ぼうはん

防犯（
はんざい

犯罪に
あわないためにすること）

43.6%

36.2%

34.0%

33.0%

14.7%

まいにち

毎日の
せいかつ

生活で
こま

困っていること
よこはま

横浜にこうなってほしいと
おも

思うこと

お
みせ

店がたくさんあって、
か

買い
もの

物が
べん  り  

便利 
53.6%

どこにでも
くるま

車や
でん しゃ

電車で
い

行くことができるので、
か

買い
もの

物が
べん  り  

便利 
42.4%

うみ

海や
みなと

港が
ちか

近くにある
  し   ぜん

自然がある
こく  さい てき

国際的な
ふん   い     き  

雰囲気がある

35.9%

29.2%

20.2%

ひつよう

必要なときに
あんしん

安心して
びょういん

病院に
い

行くことができる
47.9%

こどもを
あんしん

安心して
そだ

育てられる
43.2%

お
とし   よ 

年寄りや
しょう

障がいの
ある

ひと

人も
く

暮らしやすい
40.2%

さいがい

災害（
  じ   しん

地震、
たいふう

台風、
おおあめ

大雨な
ど）に

つよ

強い
31.8%

はんざい

犯罪が
すく

少ない 30.7%

しら

調べたところ：
 し   みんせいかつ

市民生活・needs
ちょうさ

調査 【
  い  けん

意見を
き

聞いた
ひと

人】
よこ はま  し 

横浜市に
す

住んでいる15
さい

歳より
おお

大きい
ひと

人　【
 き  かん

期間】 2025
ねん

年7
がつ

月　【
こた

答えた
ひと

人の
かず

数】 3,752
にん

人 

【
  い  けん

意見を
き

聞いた
ひと

人】
よこ はま  し 

横浜市に
す

住んでいる18
さい

歳より
おお

大きい
ひと

人　【
 き  かん

期間】 2024
ねん

年6
がつ

月　【
こた

答えた
ひと

人の
かず

数】 2,597
にん

人 

しら

調べたところ： （１）こどもワークショップ　【
 い  けん

意見を
き

聞いた
ひと

人の
かず

数】
よこ はま  し 

横浜市に
す

住んでいる
しょうちゅうがくせい

小中学生24
にん

人　【
しら

調べた
ひ

日】 2025
ねん

年6
がつ

月 
ついたち

1日 

 （２）デジタルを
かつよう

活用した
  い  けん  ぼしゅう

意見募集　【
 い  けん

意見を
き

聞いた
ひと

人】 18
さい

歳より
ちい

小さい
よこ はま  し 

横浜市に
す

住んでいるこども　【
しら

調べた
  き  かん

期間】 2025
ねん

年6
がつ

月　【
こた

答えた
ひと

人の
かず

数】 473
にん

人

　こどもたちが
かんが

考えている
 み  らい

未来の
よこはま

横浜のことを
しら

調べま

した。こどもたちから
あつ

集まった
こと  ば 

言葉が
みぎ

右の
ず

図に
か

書いてあ
ります。

※ユーザーローカルAIテキストマイニングで
しら

調べました。

　まちをきれいにしたい、
  し  ぜん

自然を
まも

守りたい、
あんしん

安心して
あそ

遊べる
こう えん

公園を
つく

作ってほしい、
がっ こう

学校
の

きゅうしょく

給食をおいしくしてほしい、いじめや
   さ   べつ

差別がない
しゃ かい

社会にしてほしいなど、こどもたち
はいろいろな

ねが

願いごとを
か

書いていました。
  じ   ぶん

自分の
せいかつ

生活から
しゃ かい

社会で
ひつ よう

必要なことを
かんが

考えて、
もっとよい

よこ はま

横浜にするための
  い   けん

意見を
だ

出しています。

こどもたちの
  い  けん

意見を
まとめると・・・

運動

いじめ
トイレ

安心
笑顔

地球温暖化 環境
世界

幸せ 授業
スポーツ

道路

外国
中学校

遊び
雨無料

自由 施設
緑自然 平和

親 遊具
給食
野球 嫌

児童館

タバコ
大切
安全

豊か

海

スポット
バス

本 友達
生活

ポイ捨て

公園
場所 夏
練習

自転車
先生 未来

放課後 電車

大人
勉強
小学生 二酸化炭素

ボール
小学校

学校
ごみ
きれい
近く

イベント
東京お金

お母さん

サッカー
歩道

図書館

日本 身近

室内
好き

問題

給水

地域
体育館

高齢者

車うんどう

あん    しん

え  がお

ち きゅうおんだん  か
かん   きょう

せ  かい

しあわ
じゅ  ぎょう

どう  ろ

がいこく

ちゅうがっこう

あそ

あめむ       りょう

じ    ゆう し         せつ

みどり
し           ぜん

へい  わ

おや ゆう       ぐ

きゅう    しょく

やきゅう いや

じ  どうかん

たい  せつ

あん    ぜん

ゆた

うみ
ほん

せいかつ

とも      だち

す

こう                        えん

ば              しょ

なつ

れんしゅう

じ          てん       しゃ

せん    せい み        らい

ほう   か     ご でんしゃ

おとな

べん   きょう

しょうがくせい

かね
とうきょう

ちか
くるま

がっ             こう

しょう   がっ     こう

に  さん   か  たん   そ

かあ

ほ    どう
と      しょ     かん

に       ほん み  ぢか

しつ ない

す

もん だい

きゅうすい

ち   いき

たいいくかん

こうれいしゃ



けいかく

計画でめざすかたち

▶ 
そうごうてき

総合的な
とりくみ

取組（
よこ はま  し 

横浜市がすること）

▶ いろいろな
せいさく

政策をあわせて、いっしょに
すす

進める
とりくみ

取組 

14の
せいさく

政策 
まいにち

毎日の
あんしん

安心・
あんぜん

安全 

 
ぼうさい

防災・
げんさい

減災 

 
   い りょう

医療 
  こ  そだ

子育て

 
きょういく

教育 

 
こうれい

高齢・
ちょうじゅ

長寿 
しょう

障がいがある
ひと

人 

く

暮らし・コミュニティ

 
こうつう

交通 

 スポーツ・
ぶん  か   

文化 
さんぎょう

産業・にぎわい

まちづくり

 
かんきょう

環境 

みどり

せいさく

政策を
おこな

行うために
よこ はま  し  

横浜市がすること
14の

せいさく

政策は、
よこ はま  し 

横浜市がすることをまとめたものです。
よこ はま  し 

横浜市がすることは
けいかく

計画を
た

立てて、
どこまでできたかがわかるようにしています。

よこはま

横浜をもっとよくするための 「
あ    す
明日をひらく 

と     し 
都市プロジェクト」

 
せいさく

政策 
A
B

 
せいさく

政策 
C
D

 
せいさく

政策 
E
F

よこはま  し 

横浜市がすること

テーマに
あ

合わせて
けいかく

計画をします

せいさく
政策（

よこ はま  し  
横浜市がすること）・

ざいせい
財政（

よこ はま  し  
横浜市のお

かね
金の

つか
使い

かた
方）・

ぎょうせい
行政（

よこ  はま  し  やく  しょ
横浜市役所の

   し   ごと
仕事）をうまくつなげて、

よこ はま  し  
横浜市がよくなるように

けいかく
計画を

すす
進めます。

よこ  はま   し    やくしょ 

横浜市役所の
   し   ごと

仕事のしかたを
か

変えて、
す

住んでいる
ひと

人たちといっしょによいまちを
つく

作ります。

よこ  はま   し   やく しょ

横浜市役所の
   し    ごと

仕事のしかた

よこ はま   し  

横浜市のお
かね

金の
つか

使い
かた

方をよく
かんが

考えます。
   む     だ   づか

無駄使いをなくして、みんなの
やく

役に
た

立つようにお
かね

金を
つか

使います。

よこ はま   し  

横浜市のお
かね

金の
つか

使い
かた

方 

いっしょにめざす
と    し

都市のかたち「
あ   す

明日をひらく
と    し

都市」へ

みんなの
せいかつ

生活の
あんしん

安心・
あんぜん

安全 × これからもずっとよくなり
つづ

続ける
よこはま

横浜 

みんなの
せいかつ

生活の
あんしん

安心・
あんぜん

安全 
　

よこはま
横浜にはたくさんの

ひと
人が

す
住んでいます。み

んなが
あんしん
安心して

せいかつ
生活することができる「

す
住み

たいまち・
す
住み

つづ
続けたいまち」を

つく
作ります。

これからもずっとよくなり
つづ

続ける
よこはま

横浜 
　

よこ はま  し 
横浜市が

いま
今よりももっとよくなるようにい

ろいろなことをします。みんなが
  き   ぼう
希望を

も
持っ

て
す
住むことができ、

    せ  かいじゅう
世界中の

ひと
人がよいと

おも
思え

るまちをめざします。

OPEN × PIONEER  2040 YOKOHAMA

ひと

人にやさしいまち・
  せ かいじゅう

世界中の
ひと

人がよいと
おも

思うまち
 
せんりゃく

戦略 



▶ １４の
せいさく

政策 

「
あら

新たな
ちゅう  き   けい かく 

中期計画の
  き   ほん  てき ほう こう

基本的方向」の
くわ

詳しいことは
ホームページを

み

見てください。
よこ  はま   し   

横浜市   
あら

新たな
ちゅう   き  けい かく 

中期計画   2026

よこ はま  し  

横浜市がすること

みどり
こう  えん

公園をよりよい
  ば   しょ

場所にします
どう  ぶつ  えん

動物園をよりすてきな
  ば   しょ

場所にします
  し    ぜん

自然が
おお

多いまちにします
  や    さい

野菜を
そだ

育てたり、
よこ  はま   し  

横浜市で
のうぎょう

農業ができる
ようにします

 
かんきょう

環境 GREEN × EXPO 2027
に   さん   か   たん  そ

二酸化炭素をあまり
だ

出さないようにします
いらなくなったものをもう

いち    ど    つか

一度使ったり、
ごみが

ふ

増えないようにします

まちづくり
よこ  はま  えき

横浜駅やみなとみらいがある「
と    しん   ぶ

都心部・
りん   かい   ぶ  

臨海部」と、
よこ  はま    し    せい     ぶ     ち    いき

横浜市西部地域の「
こう   がい   ぶ  

郊外部」
をもっと

げん   き  

元気なまちにします

さんぎょう

産業・
にぎわい

よこ はま

横浜にある
かい しゃ

会社を
ふ

増やします。
よこ はま

横浜で
あたら

新し
い

かい しゃ

会社を
つく

作ることができるように
たす

助けます
ちゅうしょう

中小の
かい しゃ

会社やそこで
はたら

働く
ひと

人を
たす

助けます
たくさんの

ひと

人が
りょ  こう

旅行や
かい   ぎ  

会議で
よこ はま

横浜に
く

来る
ようにします

スポーツ・
ぶん   か   

文化
よこ はま

横浜に
す

住んでいる
ひと

人がスポーツや
ぶん   か  

文化
を「する」・「

み

見る」・「
ふ

触れる」ことができる
ようにします

 
こうつう

交通 し

市の
ちゅうしん

中心からはなれたところでもバスな
どが

つか

使えるようにします
こう  つう

交通が
べん   り  

便利なまちにします

く

暮らし・
コミュニティ

ちか

近くに
す

住む
ひと

人たちと
こうりゅう

交流して、みんなが
あん しん

安心して
せい かつ

生活できるようにします
  た    ぶん   か  きょう せい

多文化共生（いろいろな
ぶん   か  

文化の
ひと

人がいっ
しょに

く

暮らすこと）を
すす

進めます
   と    しょ  かん 

図書館をもっとよくします

まいにち

毎日の
あんしん

安心・
あんぜん

安全
はん ざい

犯罪が
お

起きないようにします
でん    き  

電気・ガス・
すい どう

水道・トイレや
どう    ろ 

道路を
いつでも

あん しん

安心して
つか

使えるようにし
ます 

ぼうさい

防災・
げんさい

減災 
   じ   しん

地震が
お

起きても
あん ぜん

安全なまちを
つく

作り
ます
おお あめ

大雨（たくさんの
あめ

雨 ）の
とき

時でも
   げ   すい   どう

下水道がいっぱいにならないよう
にします

 
いりょう

医療 がんを
はや

早く
み

見つけます。がんに
ならないようにします。がんになっ
た

ひと

人やその
  か     ぞく

家族を
たす

助けます。
ひつ よう

必要なときに
あん しん

安心して
びょういん

病院に
い

行く
ことができるようにします

   こ   そだ

子育て
あん しん

安心してこどもをあずけることが
できるまちを

つく

作ります
こどもを

そだ

育てている
ひと

人を
たす

助けます
こどもがいろいろな

たい けん

体験ができる
ようにします

 
きょういく

教育 いろいろな
くに

国の
ひと

人といっしょに
はたら

働
ける

ひと

人を
そだ

育てます
みんなが

あん しん

安心して
べんきょう

勉強できるよう
にします

ＤＸを
つか

使った
べんきょう

勉強ができるようにします

 
こうれい

高齢・
ちょうじゅ

長寿 お
とし  よ 

年寄りが
げん  き 

元気に
せいかつ

生活できるように
たす

助けます
 にん  ち しょう

認知症にならないようにします。
 にん  ち しょう

認知症に
なった

ひと

人やその
  か   ぞく

家族を
たす

助けます
ひとり

ぐ

暮らしの
ひと

人や
せい かつ

生活に
こま

困って
いる

ひと

人の
く

暮らしをささえます

しょう

障がいが
ある

ひと

人

しょう

障がいがある
ひと

人がいっしょに
く

暮ら
せるまちを

つく

作ります
たす

助けが
ひつ よう

必要な
ひと

人やその
  か    ぞく

家族を
たす

助
けます



よこ  はま

横浜に
す

住んでいるみなさんの
  い      けん

意見を
おし

教えてください（
しつ   もん

質問の
せつ  めい

説明）

いっしょにめざす
と    し

都市のかたち「
 あ     す

明日をひらく
と    し

都市」
や、

せんりゃく

戦略「みんなの
あん しん

安心・
あん ぜん

安全 × もっとよくなり
つづ

続ける
よこ はま

横浜」は、どのようなまちだと
おも

思いますか？
あなたの

 い  けん

意見を
おし

教えてください。

しつもん
質問2

「
あら

新たな
ちゅう き  けい かく 

中期計画の
  き    ほん てき  ほう  こう

基本的方向」では、いっしょにめ
ざす

と    し

都市のかたち「
 あ     す

明日をひらく
と    し

都市」になるように、
よこ  はま   し  

横浜市がすることを14の
せい   さく

政策にまとめました。
この14の

せい   さく

政策の
なか

中で、あなたが
き

気になる
せい   さく

政策を
おし

教え
てください。

しつもん
質問1

〈
か

書き
かた

方〉

こどもを
そだ

育てやすいまちにしてほしい。こどもが
べんきょう

勉強

しやすいまちにしてほしい。
あんしん

安心して
こ そだ

子育てができる

まちになってほしい。

いっしょにめざす
と   し

都市のかたち「
あ   す

明日をひらく
と   し

都市」

※
き

気になる
せい さく

政策が2つより
おお

多くある
ひと

人は、ぜんぶに
 をつけてください。

※
あ

当てはまる
ほう

方に      をつけて、
 い  けん

意見を
か

書いてください。

▶ いろいろな
せいさく

政策をあわせて、いっしょに
すす

進める
とりくみ

取組 「
あ   す

明日をひらく 
と    し

都市プロジェクト」

いろいろな
ぶん  や  

分野と
きょうりょく

協力して、
ものや

   し   げん

資源を
なが

長く
つか

使えるようにします

リサイクル
た

食べ
もの

物・
のうぎょう

農業 
よこはま

横浜に
す

住んでいる
ひと

人と
きょうりょく

協力

  し   ごと

仕事や
しゃかい

社会を
げん   き   

元気にする

 
たてもの

建物・
いえ

家 

ものや
  し  げん

資源の
うご

動きが
み

見えるようにする
よこ はま

横浜のよいところを
つか

使って、
りょ      こう

旅行で
く

来る
ひと

人を
ふ

増やします・
けい     ざい

経済をよくします 
～たくさんの

ひと

人や
かい しゃ

会社が
よこ はま

横浜に
く

来るようにします～

りょ  こう

旅行で
く

来る
ひと

人が
ふ

増えるようにします
よこ はま   し  

横浜市にある
かいしゃ

会社と
きょうりょく

協力します

よこはま

横浜のよいところを
つか

使います

AI
 じ だい

時代を
かんが

考えて、いろいろな
かいしゃ

会社や
 し ごと

仕事を
よこはま

横浜に
あつ

集めます
  ち  きゅう

地球を
たいせつ

大切にしながら、
けいざい

経済をよくします

  み  らい

未来のために、
あたら

新しい
   し   ごと

仕事を
つく

作ります
 せ かい

世界の
ひと

人たちや
がいこく

外国の
かいしゃ

会社が
よこはま

横浜に
く

来るようにします
よこはま

横浜のよいところを
  せ  かい

世界の
ひと

人たちに
つた

伝えます

こく さい しゃ かい

国際社会でよい
えいきょう

影響を
あた

与えるまちにします

よこ はま   し    と      し   けい かく

横浜市都市計画マスタープランをもとに
   み       らい

未来を
かんが

考えたまちを
つく

作ります ～みんなの
く

暮らしをよくする、
せいちょう

成長するまち・よこはま～
と   しん   ぶ

都心部（
し

市の
ちゅうしん

中心）と
こうがい

郊外（
し

市の
ちゅうしん

中心から
すこ

少しはなれたところ）
と     ち

土地を
つか

使うルールを
か

変えます
あんしん

安心して
く

暮らせるまちづくり

と   しん   ぶ

都心部と
こうがい

郊外、
りょうほう

両方をもっとよいまちにします
と    ち

土地を
つか

使うルールを
か

変えて、
  し    ごと

仕事をする
 ば   しょ

場所・
か

買い
もの

物ができる
 ば   しょ

場所・
す

住む
 ば   しょ

場所を
おな

同じ
 ば   しょ

場所にまとめます
ふる

古くなった
すい どう かん

水道管や
  げ  すい どう

下水道、
どう  ろ  

道路などが
あぶ

危なくないかチェックしたり、
なお

直したりします

切
り
取
り
線

き
　
　   

と
　
　  

せ
ん

「
 き    ほん  てき  ほう  こう

基本的方向 （
あたら

新しい
ちゅう  き   けい  かく 

中期計画でめざす
よこ   はま   し  

横浜市のかたち）」についての
  い    けん

意見
ひだり

左に
か

書いてある「
しつ もん

質問の
せつ めい

説明」を
よ

読んで、
か

書いてください。

□ 
まいにち
毎日の

あんしん
安心・

あんぜん
安全 

□ 
ぼうさい
防災・

げんさい
減災 

□ 
   い りょう
医療 

□ 
  こ   そだ
子育て

□ 
きょういく
教育 

□ 
こうれい
高齢・

ちょうじゅ
長寿 

□ 
しょう
障がいがある

ひと
人 

□ 
く
暮らし・

　 コミュニティ

□ 
こうつう
交通 

□ スポーツ・
ぶん  か  
文化 

□ 
さんぎょう
産業・にぎわい

□ まちづくり
□ 

かんきょう
環境 

□ みどり

しつもん

質問1 14の
せい さく

政策の
なか

中で、
き

気になる
せい さく

政策はどれですか？

□ いっしょにめざす
と   し

都市のかたち「
あ   す

明日をひらく
と   し

都市」
□ 

せんりゃく

戦略「みんなの
せいかつ

生活の
あんしん

安心・
あんぜん

安全 × これからもずっとよくなり
つづ

続ける
よこはま

横浜」

しつもん

質問2 いっしょにめざす
と   し

都市のかたちや、
せんりゃく

戦略について
あ

当てはまる
ほう

方に　   をつけて、
  い   けん

意見を
か

書いてください。

370
まんにん

万人の
ひと

人が
す

住む
おお

大きな
と      し

都市・
よこ はま

横浜がめざす
こく さい しゃ かい

国際社会でよい
えいきょう

影響を
あた

与える、
ものや

  し     げん

資源を
なが

長く
つか

使い
つづ

続けるまち ～
  ち  きゅう

地球を
たいせつ

大切にしながら、
けいざい

経済をよくします～



2025
ねん

年9
がつ

月22
にち

日（
げつ

月）から10
がつ

月21
にち

日（
か

火）まで
 
 い  けん

意見を
あつ

集める
  き  かん

期間 

 
 い  けん

意見の
だ

出し
かた

方 

※
でん   し  

電子メール、FAXで
 い  けん

意見を
だ

出す
  ば  あい

場合は、「
あら

新たな
ちゅう  き  けい かく 

中期計画の
 き   ほん てき ほう こう

基本的方向」についての
 い  けん

意見ということがわかるように
か

書いて
ください。この

かみ

紙に
か

書いてある
しつ もん

質問の
こた

答えを
か

書いて
だ

出してください。

※9/22からインターネットを
つか

使って
 い  けん

意見を
だ

出すことができます。

インターネット

はがき

でん  し  

電子メール

FAX

みぎ
右の

   に      じ   げん
二次元バーコード（

よこ はま   し    でん   し   しん せい
横浜市電子申請・

とどけ で 
届出システム）に

アクセスして、
  い    けん
意見を

か
書いてください。

ss-chuki2026@city.yokohama.lg.jp

045-663-4613

この
かみ
紙の

なか
中のはがきを

き
切り

と
取って、

ゆう びん
郵便で

だ
出してください。

（
きっ   て 
切手はいりません。10

がつ
月21

にち
日までの

けいしん
消印(

ゆうびんきょく
郵便局がおすハンコ) が

ついているはがきを
う
受け

つ
付けます。）

よこ はま   し   せい さく けいえいきょくけいえい せんりゃく  か  

横浜市政策経営局経営戦略課 
TEL：045-671-2010
FAX：045-663-4613 2025

ねん

年9
がつさくせい

月作成

   き    ほん てき  ほう  こう

基本的方向（
あたら

新しい
ちゅう き  けい かく

中期計画でめざす
よこ  はま   し   

横浜市のかたち）についての
  い   けん

意見を
あつ

集めています

「
あら

新たな
ちゅう    き   けい かく 

中期計画の
  き    ほん てき  ほう  こう

基本的方向」を
はっぴょう

発表 
９

がつ

月 

  そ  あん

素案を
つく

作ります
 11

がつごろ

月頃 

げんあん

原案を
つく

作ります
 2026

ねん

年5
がつごろ

月頃 

 そ  あん

素案を
よ

読んだみなさんの
 い  けん

意見を
き

聞きます（2026
ねん

年1
がつごろ

月頃～2
がつごろ

月頃）

※
げんあん
原案は、

よこ はま  し   ぎ  かい
横浜市議会に

だ
出す

 よ  てい
予定です。

みなさんの
 い   けん

意見を
あつ

集めます

 
あたら

新しい
ちゅう   き   けい  かく 

中期計画ができるまでの
   よ    てい

予定 

• 
とど

届いた
  い   けん

意見に
へん  じ 

返事はしません。また、
でん  わ  

電話や
 し  やく  しょ

市役所に
き

来て
  い   けん

意見
を

だ

出すことはできません。
• 
  い   けん

意見を
だ

出すときに
あつ

集まった
  こ じんじょうほう

個人情報は「
 よこ はま  し    こ  じんじょうほう

横浜市個人情報の
ほ   ご

保護に
かん

関する
じょうれい

条例」をもとに、しっかり
かん  り 

管理します。
  い   けん

意見の
なか

中で
わからないことがあった

  ば あい

場合は、
れんらく

連絡することがあります。
• 
あつ

集まった
  い   けん

意見を、みんなが
よ

読むことがあります。
  こ じんじょうほう

個人情報は
ほか

他の
ひと

人に
おしえ

教えません。

横浜港局
承認

料金受取人払郵便

差出有効期限
令和7年

10月31日まで
（切手不要）

（受取人）
横浜市中区本町6-50-10
横浜市政策経営局 経営戦略課 行

005
2357

2 3 1 8 7 9 0

●
あ

当てはまるところに    をつけてください。

■
す

住んでいるところ
□

よこ  はま   し  

横浜市
く

区(
く

区の
  な   まえ

名前を
か

書いてください)
□

よこ  はま   し  

横浜市ではないところ

■あなたの
ねんれい

年齢は？
□～19

さい

歳 □20
さい

歳から29
さい

歳 □30
さい

歳から39
さい

歳　
□40

さい

歳から49
さい

歳 □50
さい

歳から59
さい

歳 □60
さい

歳から69
さい

歳　
□70

さい

歳から79
さい

歳 □80
さい

歳～

切
り
取
り
線

き
　

と
　

せ
ん


